

































1 岡本紀子　1 髙田大輔　1 泉キヨ子
1 帝京科学大学医療科学部看護学科
Awareness though experience and observation in the elderly simulated for freshman
in department of nursing
1 Noriko OKAMOTO　1 Daisuke TAKADA　1 Kiyoko IZUMI















ループ 5 〜 6 名の構成とした。グループメンバーの
内、1 名は高齢者役としてシミュレーター（以下、
疑似体験装具）を装着し、2 名は援助者として高齢





a）25m の平面歩行、b）片側に手すりのある 10 段
の階段昇降、c）高さの異なる 2 種類の椅子（床か
らの座面高 37. 0cm・46. 0cm）へ座る、d）座っ
た状態で援助者が前後左右から話しかけた後に立
ち上がる、e）風景、駅構内の案内板、文字を記し















































　対象者は調査協力の同意の得られた 74 名（82. 




と回答した者が 55 〜 73 名であった。項目別では、
高齢者の全体的な変化は 74 名であった。歩行への
影響 73 名、階段昇降への影響 72 名、姿勢のつらさ
が 70 名、周囲の音による聞き難さ 69 名、声の聞き
難さ 61 名、椅子へ座る時の影響 59 名、色の見え























 観察者による高齢者役への気づきの記述を 108 件
抽出し、以下の 9 カテゴリーに分類した。「歩行」
が 29 件と最も多く、次いで「階段昇降」18 件、「姿
勢」15 件、「聴覚」13 件、「座位・立位」11 件、「視




































































































































































































あった 6, 10, 18）。また、観察者を取り入れた高齢者疑
似体験は、転倒事故の危険要因を明らかにすること
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